
 

報道関係各位 

2022年4月7日 

株式会社アイデミー 

カーボンニュートラル達成に向け 

「GXリーダー」を創出するため 

Aidemy Business該当コースを無償にて提供開始 

- 2022年7月まで完全無料、2022年12月まで月額5万円〜にて利用可能 - 
 

AIを中心としたDX人材の育成から実運用まで一気通貫で支援する株式会社アイデミー（本

社：東京都千代田区、代表取締役執行役員社長CEO 石川聡彦、以下「アイデミー」）は、20

22年4月7日よりカーボンニュートラル達成に向け「GXリーダー」創出のため、Aidemy Busin

essの該当コースを無償にて提供開始します。 

 
 

社内・サプライヤーと共同してカーボンニュートラルを推進するにあたり、まずはカーボンニ

ュートラルを含めた環境問題に関する基礎的な理解を促し、カーボンニュートラルに関する

協力者、すなわちGXリーダーを社内で見つける必要があります。Aidemy Businessの教材

を利用することで、GXリーダーを見つけるための「エンゲージメント」を実施でき、組織、ひ

いては日本のカーボンニュートラル達成に貢献します。 

 

【背景】 

2020年10月、政府は2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、カーボン

ニュートラルを目指すことを宣言しました。カーボンニュートラルを達成することは欧米を中



心として世界的合意となりつつあり、国・地方・民間、全セクターが協力してカーボンニュー

トラル社会を作り上げることが必要になっています。 

 

こうしたカーボンニュートラルの達成のため、各社では「カーボンニュートラル（サステナビリ

ティ）推進部門」等の組織が組成され、該当部署がイニシアチブを持って行動を開始してい

ます。しかし、カーボンニュートラルの達成のためには、特定部門だけが努力すれば良いも

のではなく、組織全体を挙げた「変革」が必要です。例えば、省エネルギーな製品・サービ

スを作るためのR＆D、環境に配慮した製品の調達とサプライヤーへの働きかけ、お客様

へ正しい環境価値を訴求する営業活動など、全社単位での活動が必須になり、環境に配

慮した組織に変革する必要があります。 

 

アイデミーはこうした全職種を挙げて必要な変革を組織面で支えるため、GX（グリーン・トラ

ンスフォーメーション）をテーマにしたeラーニング講座を2021年から作成しています。こうし

たeラーニング講座を全職種で受講いただくことで、環境に配慮した製品・サービスを提供

することへの基礎的な理解を促進しながら、各部門でカーボンニュートラルをリードするGX

リーダーを見つけることができます。 

 

 

【概要】 

Aidemy Businessはサービス開始約3年で登録ユーザー数10万人を突破した日本最大級

のeラーニングサービスです。2022年3月現在DX系を中心に145超の講座を揃えております

が、2022年6月までにGX系講座を10コース、リリースする見込みです。今回お申し込みい

ただくと、GX系講座を無料または特別価格でご利用いただくことができます。 

 

i)2022年4月7日から2022年7月31日まで 

 

Aidemy Businessの以下の講座を、最大20ライセンスまで無償でご利用いただけます。 

 

・GX講座 2〜10コース 

・その他アイデミーが提供する17講座 

 

※GX講座は2022年6月30日までに順次リリースされる見込みです。 

 

 

ii)2022年8月1日から2022年12月31日まで 

 

Aidemy Businessの以下の講座を、特別価格でご利用いただけます。 

 

・GX講座 10コース 



・その他アイデミーが提供する17講座 

 

通常価格：通常 基本料金300,000円/管理画面・月 + 50,000円/10ライセンス・月 

キャンペーン価格：基本料金 0円 + 50,000円/10ライセンス・月 

※2022年12月31日までの最大5ヶ月間、特別価格でご契約いただけます。 

 

 

GX講座の具体的な内容は以下の通りです。 

コース名 講師 リリー

ス日 

対象・

レベル 

内容・

時間 

目的/アジェンダ 

ゼロから学

ぶ 

カーボンニ

ュートラル

基礎 

(株)アイデミ

ー 代表取

締役社長C

EO 石川聡

彦 

2021年

12月 

全職

種・レ

ベル1 

動画/

90分 

・カーボンニュートラルがなぜ必

要なのかを知る 

・政治/行政からの期待、投資家

からの期待、お客様からの期待

の全体像を知る 

・職種別でカーボンニュートラル

をどのように事業に活かすかを

知る 

数理最適

化を用いた

エネルギー

マネジメント

実践 

(株)NTTデ

ータ数理シ

ステム 石

橋保身 氏 

2022年

1月 

技術

職・レ

ベル2 

動画/

60分 

・近年関心が高まりつつあるエ

ネルギー分野において、数理最

適化の考えをどう活用していく

のかについて、知見を広めるた

めのコンテンツとする 

・製造業の工場やビルの空調な

ど、省エネが求められる施設に

おいて、数理最適化を用いて最

適なエネルギーマネジメントを計

画する考え方や技術を知る 

カーボンニ

ュートラル

とDX 

(株)情報通

信総合研究

所 上席主

任研究員 

手嶋 彩子

氏 

2022年

4月末

（予定） 

企画

職・レ

ベル2 

動画/

60分 

・「2050年カーボンニュートラル

に伴うグリーン成長戦略」、特に

重点分野の「半導体・情報通信

産業」について知る 

・「グリーンbyデジタル」「グリー

ンofデジタル」が示す通り、カー

ボンニュートラルとDXは車の両

輪として推進していくことが重要

であることを知る 

北欧デンマ

ークの持続

可能な社会

づくり 

ニールセン

北村朋子氏 

2022年

5月末

（予定） 

全職

種・レ

ベル1 

動画/

60分 

・環境先進国と言われるデンマ

ークの持続可能な社会づくり、

取り組みについて知る 

・デンマークにおけるCO2排出

量削減、再生可能エネルギーな

どの現状について知る 



・デンマークの消費者の製品

（食、衣類、プロダクトetc.）の選

び方や意識 、 製品を作る企業

の意識について知る 

カーボンニ

ュートラル

と電力調達 

柳田晃輔氏 

2022年

5月末

（予定） 

全職

種・レ

ベル1 

動画/

60分 

・カーボンニュートラルと電力調

達に関する基本的事項と、現在

の課題、今後の展望などを知る 

・企業がカーボンニュートラルを

考え実践するうえで認識しておく

べき課題や、カーボンニュートラ

ルを加速させるために必要なポ

イントなどを把握する 

CNの世界

的トレンド 
柳田晃輔氏 

2022年

6月(予

定） 

全職

種・レ

ベル1 

動画/

60分 

・日本は「2050年カーボンニュー

トラル」を目指しているが、世界

の動き、他国の状況について知

る 

・クリーンエネルギーの現状と課

題、ビジネス動向について知る 

GHG プロト

コルに基づ

くCO2排出

削減の取り

組み 

–基礎編− 

後日発表 

2022年

6月（予

定） 

全職

種・レ

ベル1 

動画/

60分 

・GHGプロトコルの基本的な内

容を知る（算定について、カーボ

ンオフセット、ツールを使った計

測、可視化など） 

・GHGプロトコルに基づくCO２排

出量を削減していくにあたり、知

見を広める 

GHG プロト

コルに基づ

くCO2排出

削減の取り

組み 

−実践編− 

後日発表 

2022年

6月（予

定） 

管理

種・レ

ベル2 

動画/

60分 

・事業で排出されるGHG排出量

を業種別の特徴を理解する 

・C02排出量管理・炭素会計プラ

ットフォームを活用したGHGの計

測、見える化、脱炭素化の計画

策定、年次の予実管理方法に

ついて知る 

・策定計画をもとに、創エネ、省

エネ、CO2削減を実行できた事

例について知る 

金融面から

みたカーボ

ンニュート

ラル（仮題） 

後日発表 

2022年

6月（予

定） 

全職

職・レ

ベル2 

動画/

60分 

・カーボンニュートラルを目指す

中で、企業経営と金融を軸に、

知っておくべき社会や世界の情

勢・動向、企業・金融機関・株主

の動きなどについて知る 

カーボンニ

ュートラル

を促進する

DX事例 

(株)NextInt 

中山心太 

氏 

2022年

6月末

（予定） 

全職

種・レ

ベル1 

動画/

120分 

・新たに登場する社会変革に対

応できるか否かは、DX能力があ

るかないかで決まってくること、

DXが進めば投資対効果を確保



しつつカーボンニュートラルにも

貢献できる点について知る  

・カーボンニュートラルの背景か

ら課題、技術事例を解説 

※リリース予定のコース名・講師・目的/アジェンダ等は現状の想定であり、今後変化する

可能性があります。 

 

 

【お申し込み方法】 

お申し込みは以下のAidemy Businessのホームページより、「お問い合わせ」をご選択いた

だき、「具体的にお知りになりたいこと・ご相談内容など」の欄に、「GX特別キャンペーンの

利用」とお書きください。追って担当者より、お申込み方法などをご案内させていただきま

す。 

 

https://business.aidemy.net/ 

 
 

【Aidemyの概要】 

Aidemyはサービス開始約3年で登録ユーザー数10万人を突破した日本最大級のAI/DX・GX人材育成

サービスです。 

1．10秒で演習開始 – PCへの環境構築は不要で、インターネットブラウザ上でプログラミングができま

す。 

2．いま話題の技術を習得可能 – ディープラーニングや自然言語処理など、先端技術を習得できます。 

3．無料から始められる – 一部の講座は完全無料にてご受講いただけます。 

     
Aidemyの画面の例（左：コードを書きながら学習する問題, 右：Aidemy Business 利用者向けの管理画面） 

  

 

【株式会社アイデミー概要】 

株式会社アイデミーは「先端技術を、経済実装する。」を企業理念とする、2014年創業のベンチャー企業

です。 

2017年12月に「10秒で始めるAIプログラミング学習サービスAidemy Free」をリリースし、サービス開始約

3年で登録ユーザー数10万人を突破した日本最大級のAI/DX・GX人材育成サービスとなりました。 

現在では個人向けに留まらず法人向けにもサービスを展開しており、企業のAI/DXプロジェクト、GXプロ

ジェクトの内製化に向け、教育研修から事業定義・試作品開発・実運用まで一気通貫でご支援しており

ます。こうした事業を通じて、「先端技術が社会実装されるまでの壁」を取り除くべく尽力して参ります。 



 

会社名：株式会社アイデミー 

所在地：東京都千代田区神田小川町一丁目1番地 山甚ビル3F 

代表者：代表取締役執行役員社長CEO 石川聡彦 

設立：2014年6月 

URL：https://aidemy.co.jp/   

株主：経営陣, 東京大学エッジキャピタルパートナーズ(UTEC), Skyland Ventures, 大和企業投資, ダイ

キン工業, テクノプロ, 古河電気工業, 東京大学協創プラットフォーム開発(東大IPC), 千葉道場ファンド, 

KDDI地方創生ファンド, 個人投資家 

事業内容：AIを中心とするDX人材・GX人材育成のためのeラーニングプラットフォーム「Aidemy Busines

s 」の提供、プロジェクトの企画から運用までを一気通貫で支援する“プロジェクト伴走型”支援サービス

「Modeloy」の提供 

<提供サービスURL> 

Aidemy Free（https://aidemy.net/） 

Aidemy Premium（https://aidemy.net/grit/premium/） 

Aidemy Business （https://business.aidemy.net/） 

Modeloy（https://www.modeloy.ai/） 

 

 

  

【本件に関する報道関係者からのお問合せ先】 

株式会社アイデミー 

広報担当 高野 

TEL：03-6868-0998 （平日10:00-18:00） 

Email：pr@aidemy.co.jp 


